
1
，

~－－

四
月
例
会
総
会
に
替
え
ま
し
た
。

五
月
例
会
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
『
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
域
医
療
史
概
観
』
の
あ
れ
こ
れ奥
富
敬
之

一
、
古
代
イ
ン
ド
の
医
療
と
現
代
日
本
の
医
療
杉
田
暉
道

六
月
例
会
昭
和
六
十
一
年
六
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
ビ
ル
ロ
ー
ト
、
そ
の
友
人
ブ
ラ
ー
ム
ス
酒
井
シ
ヅ

一
、
長
崎
浩
斎
と
「
蘭
東
事
始
」
に
つ
い
て
津
田
進
三

七
月
例
会
昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
敦
埋
・
黒
城
出
土
文
書
に
関
す
る
新
知
見
三
種

ｌ
「
明
堂
経
」
「
千
金
方
」
「
崔
氏
方
」
！
小
曽
戸
洋

茸
浅
田
宗
伯
の
書
簡
に
つ
い
て
五
十
嵐
金
三
郎

允
臥
例
会
昭
和
六
十
一
年
九
月
一
千
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
、
葛
画
＆
旨
、
に
つ
い
て
大
野
晏
且

ハ
」
』
江
戸
時
代
の
『
扁
鵲
倉
公
列
伝
』
研
究
に
関
す
る
若
干
の
考
察

荒
木
ひ
ろ
し

十
月
例
会
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
鴬
一

二
、
藤
原
定
家
「
明
月
記
」
に
お
け
る
鱈
疾
中
村
昭

十
一
月
例
会
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
御
目
見
医
師
に
つ
い
て
石
井
孝

二
、
「
国
家
衛
生
原
理
」
と
「
函
”
且
宮
島
号
同
静
凰
曾
、
‐
呼
胃
旬
ご

（
顧
弓
①
号
の
旨
）
Ｉ
後
藤
新
平
の
理
論
的
源
泉
Ｉ
日
野
秀
逸

十
二
月
例
会
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
二
十
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
十
二
月
例
会
は
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
行
な
わ
れ
た
）

一
、
「
痔
瘻
の
年
」
三
百
年
大
村
敏
郎

二
、
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
蘭
訳
本
の
扉
絵
古
川
明

三
、
天
文
方
の
蘭
学
事
始
吉
田
忠

四
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
の
医
学
史
跡
を
訪
ね
て
杉
立
義
一

一
月
例
会
昭
和
六
十
二
年
一
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
新
館
階
段
教
室

一
、
長
崎
医
学
伝
習
の
再
検
討
沼
倉
延
幸

二
、
呉
秀
三
先
生
留
学
中
の
絵
は
が
き
か
ら
岡
田
靖
雄

二
月
例
会
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
帝
王
切
開
術

ｌ
伊
古
田
純
道
没
後
一
○
○
年
に
よ
せ
て
Ｉ
蔵
方
宏
昌

二
、
『
徒
然
草
』
と
古
典
医
学
槙
佐
知
子

一
、
日
本
の
小
児
科
領
域
に
み
ら
れ
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て

広
田
嘩
子
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